粗面乱流境界層からの放射音に関する実験的研究 by 荻原 健治
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院   情報理工学研究科    知能機械工学専攻 博士前期課程 
氏    名 荻原 健治 学籍番号 1032030 
論 文 題 目 粗面乱流境界層からの放射音に関する実験的研究 







測を行った．その結果，平滑面から放射される SPL を上回る粗面からの放射音が 1kHz 以上の周







3.5 mm の粒子半径をどちらも 1 mm と仮定した場合，放射音の理論値と計測値のピーク無次元
周波数はよく一致した．一方，半径 0.5 mm の粒子は半径の値を変えることなく理論値と計測値
のピーク無次元周波数は一致した．1 mm はバッファー層程の大きさであり，粒子径がバッファ
ー層以下の大きさであれば粗面からの放射音は Howe の理論とよく一致する事が確かめられた．
また，粒子径がバッファー層を大きく超えると乱流境界層中の粗面からの放射音の周波数特性は
粗さの大きさではなく，壁面せん段応力の影響が支配的となることが分かった． 
 
 
